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中
央
大
学
の
活
動
報
告

持
続
可
能
性
と
健
康
を

両
立
す
る
都
市
の
実
現
に
向
け
た

日
中
連
携
型
研
究
教
育
体
制
の
模
索

今
年
２
月
に
上
海
理
工
大
学
を
招
い
て
実
施
し
た

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が

始
ま
っ
て
以
来
、
上
海
理
工
大
学
が
初
め
て
実
施
し

た
、
現
地
対
面
に
よ
る
国
際
交
流
で
あ
っ
た
。
学
部

の
１
〜
３
年
生
は
、
現
地
対
面
に
よ
る
国
際
交
流
が

叶
わ
な
い
中
で
大
学
教
育
を
受
け
て
き
た
た
め
、
今

回
の
交
流
計
画
の
実
施
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
関
連
技
術
を

中
心
と
し
て
、
持
続
可
能
性
に
関
す
る
技
術
を
幅
広

く
視
察
し
た
。
例
え
ば
、
羽
田
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ

テ
ィ
の
見
学
で
は
、
災
害
か
ら
街
を
守
る
技
術
や
交

通
シ
ス
テ
ム
等
に
関
連
す
る
最
新
技
術
を
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

や
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
技
術
を
中
心
に
視
察
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
よ
り
、
社
会
の
変
容
を
経

験
し
た
中
国
の
学
生
に
と
っ
て
は
、
自
動
運
転
な
ど

を
は
じ
め
と
す
る
諸
技
術
が
、
未
来
都
市
を
考
え
る

上
で
現
実
味
を
帯
び
て
い
た
こ
と
か
ら
、
現
地
の
技

術
者
と
盛
ん
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

つ
く
ば
市
の
建
築
研
究
所
や
防
災
科
学
技
術
研
究

所
（
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｄ
）
の
見
学
で
は
、
ト
ル
コ
の
地
震
の

直
後
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
中
国
の
急
速
な
都
市
開
発

で
高
層
ビ
ル
の
建
設
が
広
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
耐
震

構
造
を
検
証
す
る
大
型
の
実
験
設
備
に
関
し
て
、
議

論
が
深
ま
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
中
央
大
学
と
上
海
理

工
大
学
の
交
流
で
は
、
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か

っ
た
環
境
に
対
す
る
意
識
に
も
、
大
き
く
踏
み
こ
む

こ
と
が
で
き
た
。
例
え
ば
建
築
研
究
所
で
は
、
環
境

負
荷
を
抑
え
る
様
々
な
技
術
を
集
め
、
実
証
実
験
を

行
う
た
め
に
建
設
さ
れ
た
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
（
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
カ
ー
ボ
ン
マ
イ
ナ
ス
）
住
宅
を
見
学
し
た
。
先

端
技
術
に
加
え
、
日
本
の
住
宅
建
築
の
伝
統
を
生
か

し
た
工
夫
や
、
両
者
の
融
合
な
ど
を
技
術
主
任
か
ら

詳
細
に
説
明
い
た
だ
い
た
。
実
際
の
住
空
間
に
直
接

手
で
触
れ
、
可
動
部
を
自
分
達
で
動
か
し
て
試
す
こ

と
で
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
の
全
貌
を
よ
く
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
い
う
テ
ー
マ
を
、
食
の
安
全

保
障
や
持
続
可
能
性
の
面
か
ら
考
え
る
機
会
も
得
ら

れ
た
。
例
え
ば
柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
世
界
最

先
端
の
植
物
工
場
を
見
学
し
、
安
定
し
た
農
生
産
と

省
資
源
化
に
関
し
て
、
第
一
人
者
で
あ
る
千
葉
大
学

名
誉
教
授
の
古
在
豊
樹
先
生
か
ら
直
接
ご
説
明
頂
い

た
。
敷
地
内
で
運
営
さ
れ
て
い
る
３
つ
の
実
証
実
験

棟
も
視
察
し
、
未
来
の
農
業
を
待
ち
受
け
る
課
題
と

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
352
回
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載
＝

つくば市の防災科学技術研究所における大型降雨実験施設の視察
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可
能
性
に
関
し
て
、
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
解
説
頂

い
た
。
予
定
の
時
間
を
一
時
間
程
度
超
過
し
て
も
、

学
生
と
研
究
者
の
議
論
が
続
き
、
今
回
の
さ
く
ら
サ

イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
お
い
て
、
学
生
に

最
も
印
象
深
い
見
学
と
な
っ
た
。

出
国
の
前
日
に
は
、
中
央
大
学
理
工
学
部
に
設
置

さ
れ
て
い
る
上
海
理
工
大
学
東
京
事
務
所
で
、
さ
く

ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
証
授
与
式
を
執
り

行
っ
た
。
次
回
以
降
の
展
望
と
し
て
は
、
今
回
の
交

流
の
テ
ー
マ
で
あ
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
都
市
の
持

続
可
能
性
の
接
点
を
更
に
掘
り
下
げ
る
要
望
が
多
く

寄
せ
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
環
境
の
持
続
可
能
性

と
人
間
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
ン
グ
向
上
を
両
立
さ
せ
る
た

め
の
、
快
適
な
住
環
境
の
実
現
や
、
建
築
デ
ザ
イ
ン
、

農
生
産
技
術
、
医
療
と
介
護
、
健
康
科
学
等
に
関
し

て
、
最
新
の
動
向
を
探
る
提
案
が
多
か
っ
た
。

◉
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
の
交
流

今
回
の
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

上
海
理
工
大
学
に
短
期
留
学
を
予
定
す
る
中
央
大
学

理
工
学
部
の
学
生
10
名
と
の
事
前
交
流
も
実
現
し
た
。

予
習
課
題
と
し
て
、
上
海
の
歴
史
と
文
化
に
関
す
る

図
書
「
上
海
‐
多
国
籍
都
市
の
百
年
」
（
榎
本
泰
子

著
）
を
読
ん
だ
上
で
、
現
地
で
実
際
に
訪
れ
る
場
所

や
、
参
加
す
る
活
動
に
関
し
て
、
上
海
理
工
大
学
の

学
生
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
さ
く
ら
サ

イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、
上
海
理
工
大
学

の
一
行
が
中
国
に
帰
国
し
て
か
ら
、
わ
ず
か
１
週
間

後
に
、
中
央
大
学
の
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
中

央
大
学
理
工
学
部
の
学
生
10
名
が
上
海
理
工
大
学
を

訪
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
て
以
来
、
上
海
理
工

大
学
に
お
け
る
初
め
て
の
現
地
対
面
で
の
日
中
交
流

で
あ
り
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
国
際
交
流
を
構
築
す
る

上
で
、
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
。

上
海
で
は
、
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

来
日
し
た
上
海
理
工
大
学
の
学
生
が
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
同
行
し
、
英
語
で
開
催
さ
れ

る
授
業
へ
の
参
加
や
、
上
海
に
展
開
す
る
日
系
企
業

の
視
察
な
ど
様
々
な
活
動
を
展
開
し
た
。
中
央
大
学

と
上
海
理
工
大
学
の
国
際
交
流
を
支
え
る
数
多
く
の

教
職
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
に
加
え
、
上
海
で
活

躍
す
る
中
央
大
学
の
卒
業
生
と
の
交
流
も
実
現
し
た
。

◉
今
後
の
展
望

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
大
学
間
の
交
流
だ
け
で
な
く
、
個
別
の
研
究

室
、
教
職
員
、
学
生
の
間
で
の
繋
が
り
も
拡
大
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
国
際

事
情
に
翻
弄
さ
れ
つ
つ
も
、
個
と
個
の
強
固
な
繋
が

り
の
上
に
、
組
織
や
国
同
士
の
交
流
を
継
続
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
事
前
交
流
を

経
て
、
上
海
理
工
大
学
へ
の
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
た
学
生
に
は
、
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
お
い
て
今
年
６
月
に
国
立
台
湾
中
央
大
学

を
日
本
に
招
く
際
の
Ｔ
Ａ
を
務
め
る
学
生
や
、
将
来

的
に
は
中
国
へ
の
長
期
留
学
を
希
望
す
る
学
生
な
ど
、

継
続
的
な
日
中
交
流
の
展
開
に
繋
が
っ
て
い
る
。

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
中
央
大
学

の
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
戦
略
的
に
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
今
後
の
日
中
関
係
を
支
え
る
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

中央大学理工学部の上海理工大学東京事務所に
おけるさくらサイエンスプログラム修了証贈呈式

上海理工大学に短期留学を予定している中央大学理工学部の学生との事前交流会




